(i)DniS Inc. 「取扱説明書 

30cm フアン 

卓上扇風機 

- LSR-120 - 


この度は、 30 cm フアン卓上扇風機 
LSR -120 をお買上げいただき、 
誠にありびとうございまず。 


•ご使用の前に、必ずこの取扱説明書を 
よくお読みいただき、正しく使用して 
<ださい。 

•この取扱説明書は、大切に保管して 
<ださい。 
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安を上のごま意 (よく読んで必ずお守りください。） 


•本製品を正し<安全に使用するために必ずご使用前にお読みください。 

参誤った使いかたをしたとをに生じる危害や、損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。 


A ち巧 ( DANGER ) 

この表示を巧巧して、换った取巧いをずると、人が死亡、 s 傷を負ラを巧、 

または义災のを巧び差し迫って生じることび巧定される巧容巧示しています。 

A 警告 ( WARMNG ) 

このま示を巧巧して、おった取巧いをずると、人び死亡、重なを負ラ可能な、 

または义災の可能性が想定される内容を巧していまず。 

A ミ主意 ( CAUTION ) 

このを示を無視して、誤った取扱いをずると、人的傷害や物理的損害の可能性び 
巧定される巧客を示していまず。 


•お守りいただく内容を、次の絵表示で区分していまず。 


0®(D® 

このおま示は、 r 祭止」をれて 
いる内容でず。 

かを 

この絵表示は、必ずしていただ< 
「指示 J 内容でず。 


•説明文中の「お願い」事項は、本製品を誤りなく正しくお使いいただくための内容が記載されています。 


A 励が DANGER ) 


•異常時（焦げくさい等）は、運転を停止して電源プラグをコンセントか 5 巧さ、弊な 
ヴポートセンターにご相談ください。 

異常のまま運乾を続けると、故障や感電•乂災の原因になります。 

また、長年使用された場合、経年劣化により部品に不具合びおこることがあります。その 
状態で使用を続けますと、事故になるおそれびあります。定期的に点検を依頼してくださし、。 
弊社サポートセンターにご相談ください。 


を 

枯フラク巧く 


A 警告 ( WARMNG ) 

参 AC 1 OOViy がの電源で使用しないでください。 

AC 100 V 似がの電源を使ラと、電気部品び過熱したり、乂災•感電の原因 
になります。 


•包装用ポリ袋は幼巧の手の届かないところに保管してください。 

誤ってかぶったとさ窒息し、死この原因になります。 

〇 

靡;の胁なし、 
と。に舟村 

•羽根、力"ード、スタンドべースをつけずに、高さ調節ナットを緩めたり、運転しない 
でくださしんパイプび飛び出したりモーター軸び回り出したりし、ケガの原因 
になります。 

§ 

•水につけたり、水などをかけたりしない。また、湿気のをい場所では使用しない 
でください。水などびかかると、巧部に浸水して絶縁劣化による感電- 
ショートの原因になりまず。水などびかかった！ 3、 使用を中止して弊社 
サポートセンターにご相談ください。 

感 

水めれ巧止 

参電源プラグは、ほこりび付着していないか確認し、ガタつをのないよラに巧の 
根元まで確実に差し込む。 

ほこりび付着したり、接続び不完全な場合は感電や乂災の原因になります。電源 
フラグにたまったほこりなどは定期的りヶ月に 1 〜 2 回)に掃除をしてくださし、。 

〇 
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A 警告 ( WARMNG ) 

参電源コードは、束ねたり、引っ張ったり、物を乗せたり、加熱したり、 

加工したり、物と物との間にはさんだりしないでください。 

電源コードが破損し、そのまま使用すると感更や义災などの原因になります。 

<5 

参モーター部のすさ間や、巧動部のすを間、ガードの中にピンや針など 
金属物等、または指などを入れないでください。 

巧部に独れたり、異常加熱して乂災や感電•けがの原因になります。 


♦運乾中に電源プラグの巧を差しをしないでください。 

感電や乂災の原因になりまず。 

每 

参ま全器のヒューズの代わりに針金や銅線などを使わないでください。 

故障や义災の原因になります。 


参可燃性ガスび発生する場所やたまる場所では使用しないでください。 

引乂して乂災の原因になることびあります。 


参本機に巧類や洗たく物等を、乗せたり、近くに置かないでください。 

可動部にからまり、故障の原因になりまず。 

每 

参改造しないでください。また修理技術者 ly がの人は、絶対に分解したり、 

修理•改造をおこなわないで < ださい。 

乂災•感電•けがの原因になります。 

每 

•修理は、弊社ヴポートセンターにご相談ください。 

ご自分で修理をされ、修理に不備びあると、感電•乂災等の原因になります。 
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A ミ主意に AUTION ) 


参電源プラグをなくとをは、電源コードを持たずに、必ず先端の電源プラグ 
を持って抜いてください。 

電源コードをちって抜くとお線び破損してショート•感電•発乂の原因 
になります。 

9 

参使用時がは、電源プラグをコンセントか5抜いてください。 

長期間電源プラグを差し込んだままにすると、 

絶縁劣化による感電•漏電乂災の原因になります。 

を 

枯フラク巧く 

•電源コードや電源フラグび傷んだり、コンセントの差し込みびゆるいときは、使用 
しないでくださし、電源コードや電源プラグが異常に発熱し、溶けたり変おして、感電- 
ショート•発乂の原因になります。また、コンセントの差し込みびゆるいと感じた時 
は工事業をに依頼してコンセントを取り替えてください。コンセントを交換しても 
異常に発熱している場合は弊社サポートセンターにご相談ください。 

〇 

•次の場所では使わないでください。 

炎の立ち消え、引乂などにより义が•感電の原因になります。 

•ガスレンジや石油ストーブに直接風が当たるところ。 

•雨や水しぶさのかかるところ。 

•油、ほこり、金属粉のをいところ。 


•風を長時間、か5だに当てないでください。 

健康を害することびあります。 

特に乳幼巧、お年寄り、ご病気の方にはごま意ください。 


•持ち運ぶとさは、必ず取っ手を待って行ってください。 

他の所を持って運ぶとき、手をすべらせたりして、落下の原因になります。 


•外出するとさや、人のいない場所、温室•飼育室などでは使用しないでください。 
予測でをない事故び発生ずる恐れびあります。 


参障害物（カーテン等）の周囲や不安定な場所では使用しないで < ださい。 

転倒し、羽根の破損や故障、けがの原因になります。 


♦異常な振動び発生した場合は使用を中止してください。 

羽根やガードびはずれて部品び落下し、けびの原因になります。 


•市販品の扇風機カバーをご使用のとさは、ホコリなどの異物びつまった 
状態で使用しないでください。 

モーター部び過熱し、故障や事故の原因になります。 






































A ミ主意に AUTION ) 

参無理やり首を上下させないでください。無理やり首を回さないでください。 

動かなくなった 5 それじ Lh は回したり、上下させないでください。 

可動範囲を超えて無理な力をかけると故障の原因になりまず。 


参ガード締め付けナットとスピンナーは、使用中にゆるまないようにしっかり 
締め付けてください。 

締め付けび不充分ですと、ガードと羽根び接触して羽根割れの原因に 
なります。 

每 

•保管するとさは、お子様や器具の操作方法を知 5 ない人などびふれない 
ところに保管してください。 

けびや事故の原因となることがあります。 


参本機を引さず 5 ないでください。 

床に傷びがく原因になります。 

每 
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各部のち巧 



敦品内容 










































組み立て方法 


A 餐告 

参羽根、ガード、スタンドベースをつけずに高さ調節ナットを緩めたり、 

運転しないでください。パイプが巧び出したりモーター軸び回り出したり (XI 
し、ケガの原因になります。 

巧止 


A ミ主意 

参ガード締め付けナットとスピンナーは、使用中に緩まないようにしっかり 
締め付けてください。 (\ 1 

締め付けが不十分ですと、力"ードと羽根ろ锻触して羽根割れの原圆こなります。 

巧止 


お巧 5 せ 

参包装ケースは、保管するとをに必要ですか5、捨てないでください。 

•ガードや羽根を取り付けていないげ態では、仰俯(上向さ下向さ)角度 
の調節はでをません。 


スタンドべース SB の巧みなて方法 


[|本体をベースに合わせて重ねます。 

g スタンドベースのま側4ヶ所の巧にプラスドライバーでスタンド固定ネジを締め、 
しっかりと固定しまず。 

※プラスドライバーは別途でご用意ください。 


マ 々 r / K バ■マちが 

















































お巧•ガードの組み立て方法 


モーター部か5、ガード締め付けナットを取りがします。 

モーター部に後ガードを取り巧け、ガード締め付けナット（ちに回ず）で締め付けます。 
モーターシャフトに羽根をはめ込み、スピンナー（左に回ず）で締め付けます。 

最掛こ前ガードををガードに合わせてはめ込み、取り付けクリップを4ヶ所閉じて固定します。 




〇曰曰曰 


















































ごな用方法 



参羽根、ガード、スタンドベースをつけずに、運おしないでください。 
パイプが飛び出したりモーター軸が回り出したりし、ケガの原因になります。 


A 含告 

•モーター部のずき間や、可動部のすき間に、ピンやま十など金属物等、 
または指を入れないでください。 

内部に触れたり、異常過熱して义災や感電•けびの原因になります。 

每 


•運乾やに電源フラグの抜を差しをしないでください。 

感電や乂災の原因になります。 



A を意 

参電源コードや電源フラグが傷んだり、コンセントの差し込みびゆる 
いとをは、使用しないでください。 

〇 

•障害物(カーテン等)の周囲や不安定な場所では使用しないでください。 
乾倒し、羽根の破損や故障、けがの原因になります。 




おが5せ 


•ネリめてご使用になるとさは、扇風機内部などか5、塗料のにおいび発生すること 
びありますが、ご使用にともない、においが出なくなります。 

参首振りは運転中のみです。 


風呈スイッチ(妨、や、強) 


•スタンドベースにあるお好みの r 風量調節スイッチ」を 
巧して < ださい。 



切スイッチ 


参スタンドベースにある r 風量調節スイッチ」の r 切」を I 

押すと運乾を停止します。 / 0 000 

切スイツチト切《中《 


首お〇スイッチ 


参モーター部にある首振りスイッチを r 入 J にずると左ちに 
首振りし、 r 切」にすると首振りを停止します。 



::::巧 

「切」 L 一 
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風向をの巧更方ミ去 


A 餐告 

参モーター部や可動部のすき間に、ピンや針などの金属類、または 
指などを入れないでください。 

内部に触れたり、異常過熱して乂災や感電、けがの原因になります。 

A を意 

•障害物(カーテン等)の周囲や不を定な場所では使用しないでください 。 /CN 
転倒し、羽根の破損や故障、けがの原因になります。 

禁止 

•無理やり首を上下させたり、無理やり首を回さないでください。 / C \ 

動かなくなったらそれ似上は回したり、上下させないでください。 1 \J 

禁止 


•風向さを、左ちに変えるとさに r カチッ」と音びします。 

これは角度調節した状態を確実に保持する為の動作音であり異常ではありません。 


お知6せ 


風向をををちに巧える場を 


•必ず運転を停止し、モーター部を持って左•ちに変えます。 


モーター 巧 


風向を巧上下に巧える場合 


参必ず運乾を停止し、上下調節ナットを回し、モーター部を持って 
上•下に変えます。 


上下巧節ナット 



モーターが 
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お手入れの方ま 


A 窒ち 

参分解、改造、修理をしないでください。 

お客様自身で修理をしないでください。 

乂災•感電•けがの原因になります。 

A ミ主意 

参お手入れの際は必ず電源プラグをコンセントから巧さ、けがをしないよラに手袋を 
はめておこなつて < ださい。 

また、扇風徽ま、水あ5い、シンナー、ベンジンなどで掃除しなし巧ください。 


本がの»巧 


♦本体の巧れをめるま湯か中性洗剤を浸した柔5かい布をかたくしぼってふをとり、 
その後、乾いたやわ5かい布でか5ぶさします。 


ガード•羽巧の掃お 


1. 前ガードのクリップをはずします。 

2. 後ガードをしっかりを持ち、前ガードを手前に引っ張り 
上げるようにして、前ガードをはずします。 

3. ち回りにスピンナーを回してはずします。 

4. 羽根を取りはずし、ガード止めナットを反時計回りに回ずと、 

をガードびはずれます。 

5. めるま湯か中性洗剤を浸した柔らかい巧をかたくしぼって拭さ取り 
その後、乾いたやわらかい巧でか5ぶさします。 

(特に羽根は傷びつきやすいので、乾いた巧で強くこす5ないでくださし、。） 

6. 掃除が終わった5本取扱説明書7ページ r 羽根ガードの組み立て方法」の 
手順に従ってガードと羽根を組み立てます。 



巧源プラグ、コンセントの»巧 


参1ヶ月に1〜2回、電源プラグをコンセントか5抜いて、付着したほこりや巧れを取り除いてください。 


巧管の方法 



•使用時かは、電源プラグをコンセントか5抜いてください。 

絶縁劣化による感電•漏電乂災の原因にな0ます。 

を 

A ミ主意 


M ブラクをが 

参保管するとをは、お子様や器具の操作ち法を知5ない人などがふれ 
ないところに保管して < ださい。 

けがや事故の原因となることびあります。 

每 


•お手入れの方法に従って、手入れをしてください。 

•お買上げのとさの包装箱に入れるか、ポリ袋をかぶせて、湿気の少ない所に保管してください。 
包装箱に保管するときは、組み立てかたとの逆の順序でガード、羽根、スタンドべースを 
本体か5はずしてください。 

参取扱説明書は大切に保管してください。 
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困つたとをは 




遲拓操作をしてち 
羽根び回5ない 

参ち S していまだんか？ 

•停巧な»をに巧おプラグを 
コンセントにちし込む 

•巧源プラグびコンセントか6巧けていませんか？ 

参«巧プラグをコンセントに 
差し么む 

•羽板とガードび当たっていませんか？ 

♦正しく巧み付ける 

においびずる 

♦巧めてご巧用になるときは、扇風な巧巧などか6、 

塗料などのにおいび発生ずる事があ0まずが、 

ご巧用にとちないにおいが出なくなりまず。 


モーター巧び巧かい 

•運巧中は、かし巧を巧びまずが異常ではあ0ません。 


異音びする 

参羽巧はしっかりと固定されていまずか？ 

♦正しく巧み付ける 

•ガードはしっかりと固定されていまずか？ 

♦正しく巧み付ける 

•羽根とガードび当たっていませんか？ 

♦正しく巧み付ける 

体びぐ5つく 

参傾いた巧巧に且いて这杞していませんか？ 

♦巧定した水平な巧巧で 
巧用ずる 

♦スタンド固定ナットはしっかりと固定されていまずか？ 

♦正しく巧み付ける 


上記処理をおこなっても直5ないときは、ガイズヴポートセンターまでご連結ください。 
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アフターサービス 


ヴポートセンターのご案巧 


本製品の操作上の疑問や不明点もしくは動作の不具合などは、弊社サポートセンター 
までお問合せください。 

また、インターネットをご利用でをるちは、製社ホームページで製品発売後に発見された 
不具合やその対策などの最新情報を公開しておりますので、併せてご参照ください。 

本製品が正常に作動しなくなった場合には、障害内容•ご使用環境等の詳細をお書さ 
のラえ、無償修理対象になる場合には保証書と共に本製品を弊社サポートセンター 
までお送りください。紛失を防ぐため、また修理でお預かりする期間を短くするため 
に、送付される前にガイズヴポートセンターまでご連絡ください。 

送付される際には、輸送時の破損を防ぐため厳重に捆包し、宅配便または書留郵便 
小包でお送りください。保証期間内の修理•交換に関しては無償でずび、発送時の費用 
のみお客様の負担となりまずので予めご了承ください。なお、保証期間を過ざますと、 
全てお客様負担とさせていただをます。製品到着後、修理もしくは交換品の手配が 
藝い次第、返送させていただきます。また、修理作業時に、お客様が本体及び付属品 
の外観加工（ペイント•シール貼付等）された物の損傷に関しては当社では一切の責任 
を負いません。弊社にて修理での保証が不可能と判断した場合、交換での保証に 
なります。その際、本体および付属品の外観加工されたちのについて、ご返却しかね 
ますのでごま意ください。 

送付していただくちの 

•本製品 
•本製品付属品 

•保証書（購入店•購入店印•購入曰の記載びない場合は無効です） 

送り先住所 
干 134-0086 

東京都江戸川区臨海町3 — 5— 1京巧倉庫葛西支店内 
ガイズヴポートセンター宛 
電言ま：0己70 — 081—己12 

本製品の操作上の疑問や不明点ちしくは動作の不具合などは、弊社サポート 
センターまでお問い合わせくださし U また、インターネットをご利用でをる 
お客様は、弊社 ホームページで 製品発売後に発見された不具合やその対策など 
最新情報を公開しておりますので、併せてご参照ください。 
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お客様巧口 


ガイズサポートセンター 
ナビダイヤル： 0570 —0 S 1— 512 

《 PHS . I P 電話•列車内公衆電話からは次の番号へおかけください。 

電話:03-己 676-6020 
E - Mail : support ® gais . co.jp 
ホームページ： http : //WWW. gais . co.jp 

電話対応時間：月曜日〜 ± 曜日（祝祭曰を除く） 09:30 〜 17:30 まで 

E - Mail でのお問い合わせの際には、ご連絡先や質問事項、お客様のご使用環境などを詳しく 
記載してください。トラプルのげ況によっては、調査のためお時間を頂戴することがあります。 
予めご了承ください。 

動作保証している機器 L ツがの組み合わせでご使用になられた場合の不具合に 
関しては、鲜社ではサポート致しかねます。 


お問い合わせいただいた順に回答致しまずが、内容により前後する場合びあります。 


オンラインユーザー宜録のごお巧 


弊なでは、ユーヴー登録をされたお客様に巧して、ユーザーサポートや新製品のご案内など、 
各種サービスをご提供させていただをまず。 

ユーヴー登録はインターネットで可能です。 


ご宜録方法 


•http ：// www . ga is . co.jp にアクセス 

「トップページ」一「サポート」メニュ ー お客様登録」メニューを選択し、 

必要項目を記入してください。 

※ユーザー登録の際は、下記の規約をご確認のラえ、ご同意されたラえで登録ください。 

お客樣の個人情法について（個人巧巧取巧い規約） 

〇個人情報の取得•爸理•使用について： 

鮮社では、通信販売やアフターヴービスの実施などにより、お客様より個人情報の取得をさせていただ< 
ことびございまず。その際は、お客様の個人情報を不当な手段、ちし<は無断で取得ずることは致しません。 
取得した個人情報は、業務遂行に必要な範囲巧で使用することがございます。 

その際は、情報漏えい、紛失、破壊および改ざんが発生しないよラ、適切かつお重な安全対策を講じて 
まいります。個人情報の使用は r 電話 」 r メール」 r 書面」 rpc データ」および r ダイレクトメール」にて使用する 
ことびございます。 

〇利用目的： 

お預かりした個人情報については、次の利用目的を達成するのに必要な範囲巧で使用し、それ LU がでは 
使用いたしません。 

•お客様の喧好などに関する調査および分析のため 

•巧な通信販売へのごま文に関ずる管理、ならびに配送業務などのため 

•お社の商品に関わるアフターヴービスの実施のため 

•お客様からのお問合せに対する調査な5びにご回答のため 

•弊社の商品な5びにヴービス•イベントに関するご案内のため 

•弊なの商品な5びにサービス•イベントに関するアンケート実施のため 
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强品仕様 


製品名 

30 cm フアン卓上扇風機 LSR -120 

本体サイズ 

H 46 .日 xW 34 xD 34 cm 

羽根径 

30 cm 

電源 

ACIOOV 50/60 HZ 

消費電力 

27 W /50 HZ 30 W /60 HZ 

風量切替段数 

3段階(強•中•弱） 

温度ヒューズ 

130で 

本体重呈 

約 1.9 K 邑 

全体重呈 

約 2.4 Kg 

コード寸法 

1.5 m 

材質 

PP 


[おを年] 2011年 

[設計上の樣華使用期間] 3年 

設計上の巧準使用期間を超えて使用されまずと、経年劣化による発义•けが等の事がに至るおそれがあります。 
※厂設計上の標準使用巧巧」は r 保話期間」とは異なります。 
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30 cm フアン卓上扇風お LSR - 120 保証書 


(§) 方イブ株す会な 保証書 


型番 

LSR -120 

シリアル番号 

, serial number seal I 

お買上曰 

年月日 

保記期間 

お買上曰より1年間 

お名前 


ご住所 

〒 電話番号 （ ） - 


お上 K をてにご E 入がない«合は無《とな y ますので > 化ずご EA の有！#をご 》 B < ださい • 
* 本な H 書は、日本田內においてのみち巧です. 


|] 6 売店巧へ ( 

この巧 a 麵は巧定事巧をご E 入いただを巧カホ巧ずるをのです。巧れ入0ますげ、かずお* 
上曰•責巧巧巧を•ご化雨•■お S 巧巧紀入し、ご巧巧のラえお客巧へお S しください。 


な巧の巧巧店名•を巧•巧話巧ち 


巧 


[[持込み修理 I 

この«忌は，お»檐にお»込みまたは、ご送付いただく •理となってお y ます•修 S の議には、 
»なサポートセンター、お II 上化巧巧にご相談ください•なお、持込み♦理の晦には、 

お手》ではございますが、本保拉書をご持参くださいますようよろしくお顆い致します. 

保»規をに n しましては、本保な書の裏面及びこの II おの取扱 H 明香巧のいハードウェア 
巧 BM を J をご its ください， 


【保証規定】 


本巧巧 M 巧書のま麻書さおよびけ騰の巧巧《に巧った使巧が巧で、本！!!なが保扭巧田巧 
に故障した場合、下 K の巧 a 規定の«囲巧で««»坦そさせていただをます。 W 下は、 
A— ドウIアに田するな E 規をを E* しています。 

(ま ■) この巧！！巧客は本«由の A- ドウエアに曲するをのです。 

民使用による損*、*たは撰失についての責任はご8がください， 

本 H 虽のな E はな B^E 載の巧应用田中（お貢い上げ B 当 B よ0起面して1巧闺），本 H 
a の本体のみをな B 巧象とずる&のでず•付属品«は巧巧なとな0、な扭書 E ■のお两い 
上げ曰よ014曰 H の初期不良用 H に HD 间巧に巧11させていただをまホ。 

2:11■內 g 

(1) 8 巧び巧役 K 巧«の通巧の使用方法によ0巧化 m 田中に正巧に*かしなくなった場 
をは、度れにて巧胚をした後、巧憤での條坦 * たは同《»品との交搜を坦し*す•修理の 
ため巧換した旧 sia， 旧 sa、 お S な旧人で旧 Kia におがされたシール、义*等の巧巧は 
s しかねます。 

(2) w 下のよラな塌合には巧廣での修 a、* たは交瘦は技しかね*ず。 

1. »れ«品と巧《でさない《を。 

2. 巧应«の提示がない場合。 

3. な E ■の巧を(お名苗•ごを雨•巧充巧 «) のま K 入、*たは宇巧を 
■681 え S れた！•さ。 

4. 巧巧 M 明蠢«に E ■された n 巧条件の K 囲 W での使用によるが师や摘11。 

5. 住用上の誤〇，取扭 R 明■に K 載されたちき上のごま■、お ■! い ■« をず6れ 
ない塌をの故障や損傷。 

6. 本 sta の自然お巧に居因する故師または携傷。 

ス义巧、天*出!房(お水 S’SS 巧）、塩 S、 ガス害、虫害、公«、異«■圧 
などによる故雜や損«。 

8.おち»による外的 g 困 （ S 下•衝»、圧力等の負巧•巧体、》な奇の付着- 
水巧など） によ D まじたぶ障や損 «。 

江ご®届時の不俩あるいは接#!している化の«器によって生じた巧»または携傷。 

10. 巧巧が巧•の拓«巧宮に反ずる巧巧いによって生じた巧障または捐信。 

11. g 社 iUW でな巧、 HB、 部品巧換している«合。 

1呂.本製苗の改追や指巧 SWW のオプション S の使用に M 遍した«■や損傷。 

13. お耗品の交換。 

14. 本»品の巧8、および巧節部品が損傷している場さ。 

1已.化の《おに居因して受けた巧陳や插僅。 

16.中ちにて購入または ■» を受けた場合。 

1スモの化、修 a ちしくは巧»を»めぴたい行»ぴ発ちされた場合。 

1日.お S 様のご#をによるお品。 

19. 巧外でご巧用された場合。 

20. その他の n 巧麵害 g の賠 At。 

の有震«蓮《た g 交讓 

(1) 巧亞期田 g 遅後、または上 E2 項 (2) の各巧目のいホれかに R 当する修3または巧換の 
申出については、»れの辑断でち*での•里、または同 Will 函とで换させていただ S ま 
す。修理のため迟巧された® wa などは巧巧なしかねますのでご了承くだをい. 


【2)巧のような場ろには、有憤•ホ償に M わ S サ、修理または夕换は a しかねまず，こ 
の場さには，*理 ‘ s 推はお受けせサ、さけをれた»おホお®させていただく場合がご 
ざいます。 

1. R 社 Ha と新でをない場合。 

2. 巧«ぴ e しい場合。 

3. »れ W かで*しいなち •《« •部品と巧}#している場合。 

4. その化交«を历めぴたい行為が兄見された«合。 

4:*責 

本 H なを®用した«栗をじた化の«な g への影■については、一切の責任を ft いかねま 
ホ•予めご了承くだない. 

5:«年«化に■レて 

本* IS の経年劣化でまじる不 R ろに件ラ推 B については、篇社は資任そ合いかねま 
す。予めご了承ください， 

B: 青■修理に围して 

»れ規をの保应巧 H を)！さている（ご購入日の E 明ぴ化巧ない)場合や、お S なの a た 
によるの場合などは、なず巧が面にサポートセンターまでご達《 くださいなに 
直禮修理を巧賴される場合は、巧のような料をが巧生 a します。 

1. おち«〇巧を：»理のち無に M わ5ず，* la の齡巧後資•おち《等をさだていただ 
いた W なで巧生ずる科をです。メンテナンス•消耗品交携などはこち5にさまれます。 

2. な a の送巧：修 a のち巧に巧わ5サお客 « fi 担とな 0* す。 

3. 巧斯巧を： 》 a の分)！!を匪する«巧巧 S の1■をに発をずる巧をです。 

4. S 历代金:実！*に巧撰きさせていただく部 S の代をです。 

6.お支&方法:巧よりお a 口いただけ*ず。< けを引い •« 行お込み> 

7:有•修理後の保■に HOT 

有««3後に巧»ぴ発生した S 合は、同内宮•同一■巧の巧■およぴ不 S 合に R りお S 
»のお手历への■品到)■後90日 W 巧は»なな田規定に■づさ無《にて再»巧なしま 
す。刑巧含•田苗巧の故陣および不貝合に田してはち«修理とな0まず。 

■巧 B 期团》«後の修理について 

このな8規定は、規を巧で巧巧した用田をかの色とにおいて無償でのな理または巧« 
ホお的まずるものです。したぴコて、巧 B 規定によってお Sg のる g 上の極がそが历す 
る6のではち D まだん， 

ご不明な巧ぴごゴいました6、 

ガィスサポートナビダィヤル:0570-081—512 

PHS - I PSB •列摩巧公* « R か6は巧の禱9へおかけくだをい。 

■屋:03—已 676 — 6020 

E-Mail: support ゆ gals.C0.IP 

ホームぺージ： http://www.gais.co.jp 

■ S 巧巧時田：ち■曰一 ± BI 日（祝京曰在巧く） 09:30-17:30 まで 


ガイズ巧すをな 


干 103-00 口ま京都中央区日本巧人お町 2 T 目2番6号 5 H URL : http :// www . gais . co.jp 


2011 年 5 月作成 

















































